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ロータリーは分かちあいの心

第2016回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／ホテル御殿場館21

●開 会 点 鐘／12：30

●ロータリーソング／奉仕の理想

●内　　　容／サブプライムショックの現状と今後
　　　　　　　静岡経済研究所 理事 中村昭夫様

●結婚記念日
　11月９日　滝口喜徳君・けい子様 ご夫妻 
　11月12日　水口正宏君・伸子様 ご夫妻 
●皆出席
　11月２日　土屋闊正君（１年）

　11月は、霜月とも言います。近頃は、秋晴れの空を背景に雪化粧の富士山が、さわ
やかな姿を見せてくれています。
１．ロータリーのご報告
　地区ガバナー事務所より、国際ロータリーの「継続的な重要プログラム」過去５年間について、
アンケート協力の依頼がありました。当クラブは、「水保全」について、社会奉仕委員会中心の活動
概要を回答いたしました。

２．話のさんぽ道
　今日は、「ロータリー財団月間」に因み、「ロータリー財団国際親善奨学生の活躍」について学ん
でみましょう。
　当クラブで選出した財団奨学生は、今まで５名です。そのうち、滝口敬子さんと酒井優子さんの
様子を紹介します。
　滝口敬子さんは、９年前、米国・ウエストバージニア州・ハンティントンのマーシャル大学に２
年間留学しました。米国の大学での専攻学科は、社会学です。卒業後は、同大学で講師となりまし
たが、現在は東京の「タイムズ」社で、翻訳および大学講義のコーディネーターなどの仕事をして
います。帰国した際にクラブ例会にて、大学での生活、ホストロータリーの様子および米国の社会
情勢の卓話をしてくれました。
　酒井優子さんは、スペインの首都マドリッドのマドリッド・コンプルテンセ大学に留学しました。
18年前、私はスペインを旅行したときに、マドリッドで留学中の酒井さんと会う機会がありました。
彼女は、マドリッドの大学でスペイン美術史を専攻し、将来は欧州絵画の修復の専門家になること
を目指していました。帰国しクラブ例会にて、奨学生の生活あるいは今後の抱負などを、流暢なス
ペイン語をまじえて卓話をしてくれました。その後は、銀座の「檪画廊」で、毎年、個展を開くよ
うになったそうです。
　マドリッドは、緑豊かな芸術の街です。世界三大美術館の１つ・プラド美術館を筆頭に、著名な
文化的施設もあります。芸術家を志す若者には、最良の街であると思います。



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫
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卓 話
交換留学生 服部　聖（前学友会幹事）

ロータリー財団月間に因んで

出 席の 報 告11
1

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 58名 48名 82.76％ 100.00％

勝又　厚君・勝間田太住君・勝又敏樹君・大庭健一郎君 
大森清治君・斉藤礼志君・芹澤正明君・戸栗太平君
土屋義明君・山崎恭夫君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（10名）

メ ー プの キ ッャ10
18

ＳＡＡＳＡＡ
内海宣彦君内海宣彦君

ソングリーダーソングリーダー
勝又博文君勝又博文君

お誕生日おめでとうお誕生日おめでとう
根上眞一君根上眞一君

幹事報告幹事報告
望月　茂君望月　茂君

出席報告出席報告
秋田　敬君秋田　敬君

地区財団学友小委員会地区財団学友小委員会
副委員長副委員長 田代博久君田代博久君

ＳＡＡ
内海宣彦君

ソングリーダー
勝又博文君

お誕生日おめでとう
根上眞一君

幹事報告
望月　茂君

出席報告
秋田　敬君

地区財団学友小委員会
副委員長 田代博久君

10月５日

10月12日

10月17日

10月19日

10月22日

10月22日

10月26日

10月26日

裾 野

裾 野

静 岡 西

裾 野

山 中 湖

山 中 湖

裾 野

裾 野

勝又　安彦君

芹澤　正明君

渋谷　　一君

水口　正宏君

勝間田太住君

小野　寛幸君

橋本　喜市君

山口　幸男君

　私は裾野出身、大学は英語専攻、大学院の時に一年間ミネソタ州立大へ留学させて
いただきました。留学先では大学院の歴史学科を専攻しました。ミネソタ州は五大湖
スペリオル湖に接した自然豊かな大きな州です。学生は地元出身が多く、人柄が穏やかで付き合いやす
い人たちでした。冬はマイナス20度～30度にもなる程寒い所ですが、私の行った年はたまたま雪が少なかっ
たそうです。自動車ナンバーは「10000Lakes」実際は１万５千以上の湖があるそうです。みんな釣りが大
好きで、車でボートを牽引しているのをよく見かけます。スポーツが盛んでミネソタツインズの野球や
バスケット、アイスホッケーが有名です。大学チームの試合もレベルが高く、施設も整っており観戦し
やすいのでとても人気があります。
　授業を受けたマンケート校は小規模で、学部生徒と同じ授業を受けましたが、院生は宿題が多く出ま
した。日本では英語専攻でしたが、知らないアカデミックな単語・基礎知識不足・勉強量の多さなど、
アメリカ流の大学の勉強の厳しさが身にしみました。しかし先生やクラスメートが温かい目で見守って
くれ、レポートなど相談するとサポートしてくれ大変助かりました。特に積極的にしゃべれない頃、い
つも隣に座って話しかけてくれたクラスメートもいました。また寮生活が不安だったのですが、ルーム
メートは買い物など一緒に付き合ってくれたり、週末には彼女の実家にホームステイもしました。その
時いただいた手作りブルーベリーソースがとてもおいしく、ミネソタの自然の恵みを感じました。
　お世話をしていただいたマンケートロータリークラブや近隣のクラブでスピーチを何回か行いました。
写真などを使って静岡の紹介、自分の五人兄弟の家族紹介、折り紙・けん玉・竹とんぼ・コマなど実演
も交え日本伝統文化紹介を行いました。特に折り紙で鶴や箱を折ってプレゼントして喜ばれました。ア
メリカは学校と寮が５月半ばで終わりなので、帰国の６月まで３週間、顧問ロータリアンの家にお世話
になり、ボランティア活動、キャンプ、教会など、最後にアメリカらしい体験ができました。今でも電
子メールで連絡したりクリスマスカードを交換したりしています。
　昨年学友会代表となった事で、多くのロータリアンが留学を支えてくれたことを知り、より感謝する
ようになりました。後輩たちに「帰国報告を行う事、その経験を必ず返す事」が大事と話しています。


